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店舗の行動に話を集中させるため，M社が x 個，L社が y 個のバーガ （ー但し連続体を許容する）












































導ける。それぞれを＝０とすると，反応関数を出させられる。２１y２x＝０を x について解いて x
＝２１y２ となる（グラフで示すときは y＝２１２x とする）。１５２yx＝０を y について解くと y＝
１５x
２ となる。各々＝０とした場合の連立方程式を解かせることで x＝９，y＝３が出せると確認させ









していない場合は π x＝２１xx２xy を直接MS Mathに入れる恐れがあるので，入れる４つの式を反
応関数を決める y＝２１２x と，等利潤曲線となる２１xx２xy＝７２，２１xx２xy＝８１，そして２１x
x２xy＝９０の４つであると示してグラフを描かせる４）。図１はこのグラフとなる５）。範囲は見やすい
形に設定すればよいが，今回は x が最小値３，最大値１９，y が最小値２，最大値６にしてある。
利潤が高いほど内側に入っていることは，式を実際に選ばせて太線にさせることで分かる。反応関
数のグラフ y＝２１２x は各等利潤曲線の頂点を通っていると分かる。










応曲線のグラフ y＝２１２x は各等利潤曲線の頂点を通ることが分かる。このことはパラメータ t に
























うになる。図６では x の範囲を最小値０，最大値１６，y の範囲を最小値０，最大値８に設定してい
る。M社が x＝９を選択している限り，L社が利潤 π yを９より高くすることはできないが，y＝３と






る。範囲は x が最小値０，最大値１６，y が最小値０，最大値８に設定してある。本来は図８のよう

































以下では，x の最小値は０，最大値は１，y の最小値は３，最大値は１，パラメータ z の最小値







図１３は z＝０．１（＞０）の場合のグラフを描いている。見て分かるように，K＞０では利潤 π を短





y の最小値は１，最大値は１，z の最小値は０，最大値は１にしている。まずは y＝５y０．３x０．４４z
３x と，資本 K パラメータ t として動かす y＝５t０．３x０．４４t３x で３次元のグラフを描く。この式で
は y を利潤にしているので，突き出る部分が右になっているグラフを上に直す。z 軸が隠れ，x 軸
が右正方向に，y 軸が上正方向になるように回転させると，図１６のようになる。パラメータ t の範
囲を最小値０，最大値１にしてそのアニメーションを見ると，曲線の表面上をなぞっているので，
曲線の１番外の概形から外にはみ出ることはない。この曲線の１番外の概形が包絡線に相当する。


















































































































































x = 3 x = 6 x = 9
図１９
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